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	応用
	抗原情報
	背景
	アレスチン/β-アレスチンタンパク質ファミリーのメンバーは、Gタンパク質共役受容体のアゴニストによる脱感作に関与し、ホルモン、神経伝達物質、感覚信号などの刺激に対する細胞応答を特異的に抑制すると考えられています。アレスチンβ1は細胞質タンパク質であり、βアドレナリン受容体キナーゼ（BARK）によるβアドレナリン受容体の脱感作における補因子として機能します。中枢神経系に加えて、末梢血白血球にも高レベルで発現していることから、BARK/β-アレスチン系は受容体を介した免疫機能の調節において重要な役割を果たしていると考えられています。アレスチンβ1の異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写産物が報告されています。[RefSeq提供、2011年1月]、機能：βアドレナリン受容体の機能を制御する。ベータアレスチンはリン酸化ベータアドレナリン受容体に結合し、G(S)タンパク質を活性化する能力を著しく低下させると考えられています。,オンライン情報:アレスチンエントリ,類似性:アレスチンファミリーに属します。,
	研究分野
	MAPK_ERK_Growth;MAPK_G_Protein;ケモカイン;エンドサイトーシス;
	画像データ
	

	ARRB1抗体を用いたJurkat細胞およびHUVEC細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

